
街並みテクテク No.５：原宿駅～新宿駅（2023-4-16） 

 

参加者：芦田拓也、碇貴臣、岸敦夫、岸奥様、後藤幸子、庄子房次、染谷ミドリ、塚田浩、 

針生康弘、木村芳一（計 10名） 

 

行程：原宿駅→新宿駅 約 9km 

JR 原宿駅→代々木公園→表参道→青山霊園→明治神宮外苑・イチョウ並木→聖徳記念絵画

館→四谷大木戸跡→新宿御苑→新宿駅 

 

・晴れたり、曇ったり、さらに“ひょう”を含んだ雨が降ったりした、変化の激しい天気の中

を歩きました。新緑が鮮やかな代々木公園や表参道では多くの若い人が運動していたり、ま

た楽しそうに歩いていました。 

・明治神宮外苑の名所であるイチョウ並木は整然と４列に、３００m の距離で植えられて

おり、見事に成長していて、新緑の若葉がでていました。その下を気持ちよく歩きました。

現在、明治神宮外苑の再開発計画で、この並木が維持できなくなるのではないかということ

が話題になっていますが、それは並木を伐採することではなく、並木に近接した所に野球場

を移設するということです。そのことにより樹木の根が影響を受けてイチョウが枯死する

可能性があると言われています。それ以外に、外苑内の、長い時間かけて育ててきた 1000

本近くの樹木が伐採されること、および高層ビルが数棟建てられることにより、良好な景観、

環境が損なわれることも問題です。目先の経済的利益を優先しているための愚行と思われ

ます。 

・新宿御苑では、温室、内藤家の庭園の面影が残る玉藻池、プラタナス並木、ツツジ山を見

て回っていたのですが、天気が急変して雷鳴が轟くとともに雨が降り出し、途中で残念なが

ら急いで御苑から出ることになり、その後、懇親会場に向かいました。 

（木村芳一） 

 

JR原宿駅にて                表参道 



 

明治神宮外苑のイチョウ並木 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

新宿御苑のツツジ 

 

 

 

絵画館前のヒトツバタゴ（ナンジャモンジャ）の木 

 

 

 

 


